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予算決算常任委員会 

 

平成２９年７月１４日（金）               

午 前 ９ 時 ５ ９ 分 開  会               

 

○三鬼（孝）委員長  おはようございます。 

 定刻になりましたので、ただいまから予算決算常任委員会を開会いたします。 

 村田議員が後刻出席でございます。 

 当委員会に付託になりました議案第３９号、平成２８年度尾鷲市病院事業会計決

算の認定についてと、議案第４０号、平成２８年度尾鷲市水道事業会計未処分利益

剰余金の処分及び決算の認定についての２議案について審議していただきますので、

よろしくお願いをいたします。 

 冒頭、市長のほうから御挨拶を。 

○岩田市長  皆さん、おはようございます。平成２９年第２回尾鷲市議会定例会

の予算決算常任委員会を開催していただきまして、ありがとうございます。 

 当委員会に付託されております議案は２件であります。尾鷲総合病院の議案第３

９号と水道部の議案第４０号につきまして、よろしく御審議いただきお認めいただ

きますようお願いを申し上げます。 

○三鬼（孝）委員長  議案審議の前に、代表監査の総評を行っていただきますの

で、よろしくお願いいたします。 

 代表監査、どうぞ。 

○千種代表監査委員  皆さん、おはようございます。 

○三鬼（孝）委員長  座ってください。 

○千種代表監査委員  着席のまま失礼します。 

 地方公営企業法第３０条第２項の規定により、尾鷲市長から審査にされた平成２

８年度の公営企業会計決算について審査を行った結果を意見書として取りまとめま

したので、その概要を御説明申し上げます。 

 それでは、お手元の平成２８年度尾鷲市公営企業会計決算審査意見書の１ページ

をごらんください。 

 Ⅰ、審査の対象は、平成２８年度尾鷲市水道事業会計決算、病院事業会計決算で

す。 

 Ⅲ、審査の方法は、地方公営企業法第３０条第２項の規定により、審査にされた
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決算書並びに附属書類が関係法令に準拠して作成され、財政状態と経営実績を適正

に表示しているか否か、会計事務処理が適切であるかどうかについて審査を行うと

ともに、公営企業としての経済性を発揮しているかどうか、経営の基本原則に従っ

て運営されているかを主眼とし、あわせて例月出納検査等の結果を参考に慎重に審

査いたしました。 

 Ⅳ、審査の結果は、決算書類は関係法令に準拠して作成されており、計算計数は

いずれも正確であると認めます。経営状況、財政状況については次の会計別に述べ

るとおりでございます。 

 まず、水道事業についてでありますが、２ページから３９ページまで、業務実績、

予算の執行状況、経営成績、経営分析、財政状況、財政分析、キャッシュフローの

状況を整理しています。平成２８年度の水道事業に係る予算の執行、財産の管理な

ど財務に関する事務の執行は、おおむね適正に処理されているものと認めます。 

 ４ページをごらんください。 

 業務実績についてでありますが、下段の表をごらんいただきますとおり、給水戸

数、給水人口は前年度に比べ７９戸、４０１人減少しています。 

 次ページの上段の表をごらんください。 

 有収水量推移表の合計欄の対前年度増加率は１.３％ですが、大口需要者につい

ては３０.２％増加しています。 

 次ページに移ってください。 

 上段の表の有収率を見ていただきますと７０.３％で、水道普及率の変化がない

中、前年度より０.８ポイント低下しており、全国平均の８２.８％と比較すると依

然として低水準にあります。その主な要因については漏水等が考えられますので、

今後も管路診断や老朽化が進行している配水管の布設替えなどによる漏水防止対策

を継続的、計画的に実施することで、さらなる有収率の向上を図っていただきたい

と考えます。 

 次に、１３ページをごらんください。 

 経営成績につきましては、収益的収支において、総収益は５億６,２５０万円、

総費用は４億７,７０９万円となり、８,５４０万円の純利益となっています。平成

２３年度に水道料金の改定を実施した結果、６期続けて黒字経営が続いています。 

 ２９ページをごらんください。 

 財政分析であります。まず、本意見書における流動比率は３３１.３％で、前年

度より６.５ポイント上昇しています。この比率は高いほど支払い能力があり、一
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般的に経営上２００％以上であることが望ましいと言われております。 

 ３４ページの水道事業会計「むすび」の２をごらんください。 

 当年度の決算においては、給水収益が９０９万円、１.７％増加したことと、営

業費用が２,４８８万円、５.６％減少したことにより、純利益は対前年度比３,９

００万円増益の８,５４０万円を計上したものの、人口減少等に伴い給水戸数が減

少を続けており、料金収入の大幅な増加が期待できない状況にある一方で、施設の

維持管理や更新、改良などに多額の設備投資が必要となることが見込まれるため、

引き続き厳しい経営状況が続くことが予想されます。 

 これらを踏まえ、今後も有収率向上策の推進や徹底したコスト削減により、一層

効率的かつ効果的な事業経営に努められたいと思います。 

 次に、病院事業会計ですが、４０ページから７８ページまで、業務実績等を整理

しています。平成２８年度における尾鷲市病院事業会計に係る予算の執行、財産の

管理など財務に関する事務の執行は、おおむね適正に処理されているものと認めま

す。 

 ４２ページをごらんください。 

 業務実績において、前年度より入院患者数は２,６４１人増加し、外来患者数は

１,６１９人減少しています。また、病床利用率は７７.６％で、前年度より３.１

ポイント上回っております。 

 ５１ページをごらんください。 

 経営成績において、収益的収支を見ると、事業収益は４４億９,６１６万円、事

業費用は４４億９２７万円となり、８,６８９万円の純利益となりました。 

 ６７ページをごらんください。 

 本意見書に記載した流動比率は８０.４％で、前年度より９.７ポイント上昇して

おります。 

 ７６ページの別表（３）をごらんください。 

 右側２の流動負債（１）一時借入金は、借り入れと返済を繰り返して前年度末よ

り７,０００万円減少していますが、３億８,０００万円の年度末残となっておりま

す。 

 ７７ページの別表（４）をごらんください。 

 まず、表の左側下段をごらんください。当年度純利益は８,６８９万円を計上し

ましたが、この要因は、右側２の医業外収益の（１）の一般会計負担金１億２,１

１９万円の増によるもので、上段の医業収益から医業費用を差し引いた医業損益は



－４－ 

２億６,０２１万円の赤字となり、対前年度と比較しても３,１２７万円悪化してお

り、大変厳しい状況が続いております。 

 経営全般について日々努力されていることが認められますが、諸事情を勘案しま

すと、今後患者数の大幅な増加は望めず、医業収益の大幅な確保を図ることは困難

であると推測されますことから、費用全般にわたり、さらに徹底した支出の削減を

図るなど一層の改善、改革を実施する必要があると考えます。 

 以上、公営企業会計についての決算審査意見書の概要について御説明申し上げま

した。御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○三鬼（孝）委員長  ありがとうございました。 

 ただいま千種代表監査委員から公営企業会計の決算審査意見書に基づいて講評を

いただきましたけれども、この際、特に監査委員に質疑がございましたら御発言を

願いたいと思います。 

 よろしいですか。 

○奥田委員  細かいことを聞くようですけど、代表監査、水道事業会計も病院事

業会計についても、会計処理等がおおむね適正であったと。おおむねというのは大

体ですよね。大体というか、おおよそとか、そういう意味ですよね。まずい点もや

っぱり幾つかあったという理解でいいんですかね。それが、どういう点がまずいの

か、もし教えていただけるなら。 

○千種代表監査委員  その点については具体的にどうこうというあれではなしに、

全体的なバランスというのか、そういったこと、それから、日常の例月監査等のヒ

アリングにおいての、言うたら回答とかそういったようなことを総合して、監査の

ほうで判断しました。 

 奥田議員さんの言うこともよくわかるんですけど、今現在、監査の基準書という

のを検討しております。そういうことから、細かくわかるように説明せよと言われ

ても、ちょっとまだ今のところは御勘弁願いたいと思います。 

 以上です。 

○三鬼（孝）委員長  他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  なければ、監査局、退席してください。なお、市長も退席

いたします。なお、審議の中で、特に市長に聞きたいということがありましたら、

その都度出席していただきますので、よろしくお願いいたしたいと思います。 

 暫時休憩します。 
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（休憩 午前１０時１３分） 

 

（再開 午前１０時１４分） 

○三鬼（孝）委員長  委員会、再開いたします。 

 委員会の議事進行につきましては、お手元に配付の進行表のとおり取り扱いたい

と思います。 

 それでは、まず、議案第３９号、平成２８年度尾鷲市病院事業会計決算の認定に

ついてを議題といたします。 

 事務長のほうから御説明願います。 

○内山総合病院事務長  尾鷲総合病院でございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第３９号、平成２８年度尾鷲市病院事業会計決算の認定につきま

して御説明いたします。 

 それでは、通知のほうをさせていただきます。届きましたでしょうか。 

 決算書の１、２ページをごらんください。 

 病院事業会計決算報告書でございます。 

 （１）収益的収入及び支出の収入でございます。 

 第１款病院事業収益、予算額合計４３億８,９６５万６,０００円に対しまして決

算額は４５億７３８万１,８１２円で、予算額に比べ１億１,７７２万５,８１２円

の増でございます。 

 内訳といたしまして、第１項医業収益、予算額合計３８億２,９６９万１,０００

円に対しまして決算額は３９億４,４１４万３,１６９円で、予算額に比べ１億１,

４４５万２,１６９円の増。第２項医業外収益、予算額合計５億５,９９６万４,０

００円に対しまして決算額は５億６,２９１万４,６２２円で、予算額に比べ２９５

万６２２円の増。第３項特別利益、予算額合計１,０００円に対してまして決算額

は３２万４,０２１円で、予算額に比べ３２万３,０２１円の増でございます。 

 次に、支出でございます。 

 第１款病院事業費用、予算額合計４３億６,９６１万５,０００円に対しまして決

算額は４３億３,５９９万６,９１９円で、不用額は３,３６１万８,０８１円でござ

います。 

 内訳といたしまして、第１項医業費用、予算額合計４２億７,６１６万６,０００

円に対しまして決算額は４２億４,５３２万４,９２２円で、不用額は３,０８４万

１,０７８円でございます。第２項医業外費用、予算額合計９,１３３万７,０００
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円に対してまして決算額は８,９３３万９,７２７円で、不用額は１９９万７,２７

３円でございます。第３項特別損失、予算額合計２１１万２,０００円に対しまし

て決算額は１３３万２,２７０円で、不用額は７７万９,７３０円でございます。 

 次に、３、４ページをごらんください。 

 （２）資本的収入及び支出の収入でございます。 

 第１款資本的収入、予算額合計２億９,５６７万１,０００円に対しまして決算額

は２億９,５６６万７,０００円で、予算額に比べ４,０００円の減でございます。 

 内訳といたしまして、第１項企業債、予算額合計８,４３０万円に対しまして決

算額は同額の８,４３０万円でございます。第２項負担金、予算額合計２億１,１３

６万７,０００円に対しまして決算額は同額の２億１,１３６万７,０００円でござ

います。第３項投資返還金、予算額合計１,０００円に対してまして決算額はゼロ

円で、予算額に比べ１,０００円の減、第４項寄附金、予算額合計１,０００円に対

してまして決算額はゼロ円で、予算額に比べ１,０００円の減、第５項固定資産売

却代金、予算額合計１,０００円に対しまして決算額はゼロ円で１,０００円の減、

第６項無形固定資産返還金、予算額合計１,０００円に対してまして決算額はゼロ

円で１,０００円の減でございます。 

 次に、支出でございます。 

 第１款資本的支出、予算額合計４億５,７１５万円に対しまして決算額は４億５,

２７９万８,８６３円で、不用額は４３５万１,１３７円でございます。 

 内訳といたしまして、第１項建設改良費、予算額合計９,３８４万１,０００円に

対してまして決算額は９,０６９万８,２９２円で、不用額は３１４万２,７０８円

でございます。第２項企業債償還金、予算額合計３億５,７２８万９,０００円に対

しまして決算額は３億５,７２８万８,１０１円で、不用額は８９９円でございます。

第３項投資、予算額合計６０２万円に対しまして決算額は４８１万２,４７０円で、

不用額は１２０万７,５３０円でございます。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に不足する額１億５,７１３万１,８６３円は、

全額一時借入金で措置をいたしております。 

 次に、５、６ページをごらんください。 

 病院事業会計損益計算書でございます。 

 １、医業収益の（１）入院収益は２１億７,５３５万４,４８７円、（２）外来収

益は１６億３,３４８万９,６１８円、（３）健診収益は３,５９４万６,７０８円、

（４）その他医業収益は８,９５２万５５４円で、医業収益合計は３９億３,４３１
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万１,３６７円でございます。 

 ２、医業費用の（１）給与費は２３億１,４９０万５,２３８円、（２）材料費は

９億９,３２３万６,１４２円、（３）経費は６億４,２３６万８,３８３円、（４）

減価償却費は２億２,００５万５,９７８円、（５）資産減耗費は７８２万３,３５

４円、（６）研究研修費は９４２万３９６円、（７）長期前払消費税償却は６７１

万２,９２３円、医業費用合計は４１億９,４５２万２,４１４円で、医業収益から

医業費用を差し引いた医業損失は２億６,０２１万１,０４７円でございます。 

 ３、医業外収益の（１）負担金は２億６,８６３万３,０００円、（２）補助金は

３,７１９万６,０００円、（３）寄附金は３万円、（４）患者外給食収益は７９万

７,９０３円、（５）長期前受金戻入は２億３,２５３万６５０円、（６）その他医

業外収益は２,２３４万７,３９５円で、医業外収益合計は５億６,１５３万４,９４

８円でございます。 

 ４、医業外費用の（１）支払利息及び企業債取扱諸費は７,８７９万８,５７４円、

（２）患者外寝具賃借料は４３万７００円、（３）雑損失は３６０万円、（４）雑

支出は１億３,０５９万９４６円、医業外費用の合計は２億１,３４２万２２０円で、

医業外収益から医業外費用を差し引いた収支は３億４,８１１万４,７２８円となり、

医業損失を差し引いた経常利益は８,７９０万３,６８１円でございます。 

 ５、特別利益は（１）過年度損益修正益と同額の３１万７,２２７円でございま

す。 

 ６、特別損失は（１）過年度損益修正損と同額の１３２万８,６０９円で、特別

利益から特別損失を差し引いた収支はマイナス１０１万１,３８２円でございます。 

 経常利益に特別利益と特別損失を加味した当年度純利益は８,６８９万２,２９９

円で、これに前年度繰越欠損金２７億８,７４３万７,８９７円を加えた当年度未処

理欠損金は２７億５４万５,５９８円となり、この額を翌年度に繰り越しするもの

でございます。 

 次に７、８ページをごらんください。 

 剰余金計算書について御説明いたします。 

 資本金は、前年度末残高と同額の２億８５万６,０９５円でございます。 

 次に、資本剰余金の受贈財産評価額、寄附金及び国県補助金は、前年度末残高と

同額のそれぞれ３,１３０万９,４１２円、１,８２７万６,６５０円、１億６,６９

６万３,７６２円でございます。その他資本剰余金は、非償却資産分に係る一般会

計からの元金償還繰入金９７９万２,０００円により、当年度末残高は２５億６,６
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３８万５,４２１円でございます。これらを合計した資本剰余金の当年度末残高は

２７億８,２９３万５,２４５円でございます。 

 次に、利益剰余金は、当年度純利益８,６８９万２,２９９円により、当年度末残

高はマイナス２７億５４万５,５９８円でございます。 

 次に、７ページ下段、欠損金処理計算書について御説明いたします。 

 いずれも当年度処分額はございませんので、それぞれの処分後残高は、資本金が

２億８５万６,０９５円、資本剰余金が２７億８,２９３万５,２４５円、未処理欠

損金がマイナス２７億５４万５,５９８円でございます。 

 次に、９ページから１１ページまでの貸借対照表について御説明いたします。 

 まず、９ページ、資産の部でございます。 

 １、固定資産の（１）有形固定資産は、イ、土地、ロ、建物、ハ、構築物、ニ、

器械備品、ホ、車両、へ、その他有形固定資産のそれぞれの資産額合計９０億２,

２６６万９,２４１円から減価償却累計額の合計５８億５,０９７万３,５４１円を

差し引いた有形固定資産合計は３１億７ ,１６９万５ ,７００円でございます。

（２）無形固定資産は、イ、電話加入権、ロ、その他無形固定資産で、合計３２７

万９,２００円でございます。（３）投資、その他の資産は、イ、学資貸与金１,７

００万円、ロ、その他投資５万３,４２０円、ハ、長期前払消費税９８万４,７２３

円で、合計１,８０３万８,１４３円でございます。これら固定資産合計は３１億９,

３０１万３,０４３円でございます。 

 次に、２、流動資産は（１）現金預金６,９７１万７,９３５円、（２）未収金６

億５,５４１万６,７４３円から賃倒引当金１６５万３,５２９円を差し引いた６億

５,３７６万３,２１４円、（３）貯蔵品５,３２１万７,１１１円、（４）前払金２

万２３７円を合わせた流動資産合計は７億７,６７１万８,４９７円でございます。

固定資産、流動資産を合わせた資産合計は３９億６,９７３万１,５４０円でござい

ます。 

 １０ページをごらんください。 

 負債の部でございます。 

 ３、固定負債の（１）企業債、イ、建設改良費等の財源に充てるための企業債２

２億５,６０３万６,６４７円は、平成３０年度以降に償還予定の企業債元金でござ

います。（２）引当金、イ、退職給付引当金は１億６,１４１万５,５７８円で、固

定負債合計は２４億１,７４５万２,２２５円でございます。 

 ４、流動負債の（１）一時借入金は３億８,０００万円、（２）企業債、イ、建
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設改良費等の財源に充てるための企業債３億９５４万１,９２４円は、平成２９年

度に償還予定の企業債元金でございます。（３）未払い金は１億２,７５６万９,８

９１円でございます。（４）引当金は、イ、賞与引当金１億６６３万８,３１１円

及びロ、法定福利費引当金１,９８９万５３８円で、引当金合計は１億２,６５２万

８,８４９円でございます。（５）その他流動負債は２,１９９万５,２３８円で、

流動負債合計は９億６,５６３万５,９０２円でございます。 

 ５、繰延収益は、（１）長期前受金３１億８,７９２万６,５８４円から収益化累

計額２８億８,４５２万８,９１３円を差し引いた３億３３９万７,６７１円でござ

います。固定負債、流動負債、繰延収益を合わせた負債合計は３６億８,６４８万

５,７９８円でございます。 

 １１ページをごらんください。 

 資本の部でございます。 

 ６、資本金は２億８５万６,０９５円でございます。 

 ７、剰余金の（１）資本剰余金は、イ、受贈財産評価額３,１３０万９,４１２円、

ロ、寄附金１,８２７万６,６５０円、ハ、国県補助金１億６,６９６万３,７６２円、

ニ、その他資本剰余金２５億６,６３８万５,１２１円を合計した２７億８,２９３

万５,２４５円でございます。 

 （２）欠損金は、イ、当年度末未処理欠損金と同額の２７億５４万５,５９８円

となり、これを資本剰余金から差し引いた８,２３８万９,６４７円が剰余金合計で

ございます。資本金と剰余金を合わせた資本合計は２億８,３２４万５,７４２円で、

負債と合わせた負債資本合計は３９億６,９７３万１,５４０円で、先ほど資産の部

で御説明した資産合計額と同額でございます。 

 次に、１２ページをごらんください。 

 今回の決算及び財務諸表作成に当たっての会計処理の基準及び手続を記載してお

ります。主なものについて御説明いたします。 

 １、重要な会計方針に係る事項に関する注記につきましては、１、資産の評価基

準及び評価方法として、貯蔵品は先入先出法による原価法を適用しております。 

 ２、固定資産の減価償却の方法として、有形固定資産は定額法を適用しておりま

す。 

 ４、引当金の計上方法として、（１）退職給付引当金は職員の退職手当の支給に

備えるため、毎事業年度末における退職手当の要支給額に相当する額を計上するも

のでございます。 
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 なお、当事業においては、平成２５年度末までの引き当てがないことから、地方

公営企業法施行規則附則第５条第１項に基づき、平成２６年度初日の要支給額を平

成２６年度から１５年間で分割して計上しております。平成２６年度初日の要支給

額が１１億１,２０９万１,１７１円であるため、平成２６年度から平成３９年度ま

では、１年当たり７,４１３万９,４１２円を引き当て、平成４０年度は７,４１３

万９,４０３円を引き当ていたします。 

 （２）賞与引当金及び法定福利費引当金は、職員の期末勤勉手当の支給及び法定

福利費の支払いに備えるため、当事業年度末における支給（支出見込み額）に基づ

き、当事業年度の負担に属する額を計上しております。 

 次に、１３ページをごらんください。 

 （３）貸倒引当金は、債権の不納欠損による損失に備えるため、貸し倒れ実績率

等による回収不能見込額を計上しております。 

 ５、その他会計に関する書類の作成のための基本となる重要な事項として、消費

税及び地方消費税の会計規則については、予算は税込み処理、財務諸表は税抜き処

理としております。 

 ２、貸借対照表等に関する注記につきましては、１、企業債の償還に係る他会計

の負担は、貸借対照表に計上されている企業債のうち、他会計が負担すると見込ま

れる額は１６億２,８９０万８,０００円でございます。 

 ２、引当金の取り崩しは、（１）賞与引当金として１億１０１万４,４０４円を、

（２）法定福利費引当金として１,８５５万６,２００円を、（３）貸倒引当金とし

て１７２万２,５９８円をそれぞれ取り崩しいたしました。 

 以上が平成２８年度尾鷲市病院事業会計の決算説明でございます。 

 次に、決算附属処理について御説明いたします。 

 １４ページをごらんください。 

 １４ページには総括事項を記載しております。 

 １５ページには議会議決事項及び行政官庁認可事項を記載しております。 

 １６ページからは職員に関する事項、（１）職種別職員増減表、１７ページから

１８ページは、（２）部門別職員構成表でございます。総職員数は２９３名でござ

います。 

 １９ページ上段は、１００万円以上の建設及び改良工事の概要を記載しておりま

す。下段は業務量で、（１）稼働状況につきましては、入院延べ患者数が前年度に

比べ２,６４１人増の７万２,２４４人、外来延べ患者数が前年度に比べ１,６１９
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人減の９万９,７１２人でございます。また、病床利用率につきましては、一般病

床で７８.７％、療養病床で７３.９％、合計７７.６％で、前年度に比べ３.０ポイ

ント上昇しております。 

 ２０、２１ページは、科別患者取り扱い状況を記載しております。 

 ２２ページをごらんください。 

 ２、事業収入に関する事項でございます。事業収入の合計は４４億９,６１６万

３,５４２円で、前年度に比べ９,１８２万４,４９０円の増でございます。主な理

由といたしましては、前年度に比べ外来収益が５,４５９万７,４２０円の減となり

ましたが、入院収益が１,３６９万３,６６０円の増、その他医業収益が５０２万８,

４１５円の増、負担金が１億２,１１９万３,０００円の増、長期前受金戻入が７１

３万６,３２８円の増などによるものでございます。このうち、負担金の増につき

ましては、一般会計から経営安定化のための資金として１億円を繰り入れたことが

主な要因でございます。 

 ２３ページは、３、事業費に関する事項でございます。 

 事業費用の合計は４４億９２７万１,２４３円で、前年度に比べ８０４万７,８４

７円の減でございます。主な理由といたしましては、前年度に比べ給与費が１,７

２０万６,８９１円の増、材料費が１,８０５万３,５４３円の増、資産減耗費が６

００万２１０円の増となりましたが、経費が２,６２６万５,９９０円の減、減価償

却費が１,８７７万５,１７８円の減、支払い利息及び企業債取扱諸費が７０６万８,

１３２円の減などによるものでございます。 

 ２４ページは、４、科別診療報酬調定に関する事項で、科別の診療報酬は記載の

とおりでございます。 

 ２５、２６ページをごらんください。 

 １、重要契約の要旨について御説明いたします。 

 （１）医療機器等の購入は、新規及び更新によるものでございます。新規の医療

器械の購入は、デジタル超音波診断装置及び電気安全解析装置でございます。

（２）委託契約等は、警備業務、清掃・洗濯業務、医療事務、給食業務、電子カル

テ保守委託などが主なものでございます。 

 ２７ページをごらんください。 

 ２、企業債及び一時借入金の概況でございます。 

 （１）企業債は、前年度末残高２８億３,８５６万６,６７２円、本年度借入高８,

４３０万円、本年度償還高３億５,７２８万８,１０１円、本年度末残高２５億６,
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５５７万８,５７１円で、前年度と比べ２億７,２９８万８,１０１円の減でござい

ます。（２）一時借入金は、本年度末残高３億８,０００万円で、前年度と比較し

て７,０００万円の減でございます。なお、本年度末に借り入れた３億８,０００万

円は、平成２９年４月１９日に全額返済済みでございます。 

 次に、３、現金・預金保管に関する事項でございます。 

 株式会社第三銀行尾鷲支店に普通預金６,６５６万７,９３５円、同じく証券３０

０万円、総務課に時間外等の会計窓口つり銭用１５万円で、合計６,９７１万７,９

３５円でございます。 

 この金額は、９ページ、貸借対照表流動資産の（１）現金・預金額と一致してお

ります。 

 ２８ページをごらんください。 

 ４、未収金明細書でございます。 

 医業未収金６億５,０３２万８４３円、医業外未収金３９３万５,９００円、その

他未収金１１６万円で、合計６億５,５４１万６,７４３円でございます。 

 下段は５、貯蔵品明細書でございます。 

 医薬品１,８５５万１,８０４円、診療材料３,４６６万５,３０７円で、合計５,

３２１万７,１１１円でございます。 

 ２９ページは、６、未払い金明細書でございます。医業未払い金１億２,５６８

万８,９３２円、医業外未払い金１８８万９５９円で、合計１億２,７５６万９,８

９１円でございます。 

 ７、その他につきましては、一般会計負担金等の充当先を記載しております。 

 ３０、３１ページは、キャッシュフロー計算書でございます。業務活動によるキ

ャッシュフローが２億３,７５８万９,５９７円、投資活動によるキャッシュフロー

が１億２,１４９万４,６３０円、財務活動によるキャッシュフローがマイナス３億

４,２９８万８,１０１円となり、本年度は前年度と比較して１,６０９万６,１２６

円の増でございます。 

 資金期末残高６,９７１万７,９３５円は、貸借対照表、流動資産の現金預金と一

致しております。 

 ３２ページから３６ページにつきましては収益費用明細書、３７ページから３８

ページは資本的収支明細書を記載しております。 

 ３９ページは、有形固定資産明細書、無形固定資産明細書、投資その他の資産明

細書でございます。 
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 ４０ページは、企業債明細書でございます。平成２８年度に発行したものは表の

下段４件でございます。 

 決算書の説明は以上でございますけれども、委員長、引き続き資料のほうの説明

をさせてもらってよろしいですか。 

○三鬼（孝）委員長  どうぞ。 

○平山総合病院総務課長  それでは、予算決算常任委員会資料について御説明を

させていただきます。通知させていただきます。 

 本資料につきましては資料１から資料５までということで、資料１につきまして

は修繕費の内訳について、資料２が賃借料の内訳について、資料３が委託料の内訳

について、資料４が貯蔵品の保管場所等の内訳についてと、資料５のほうで賃借料

のうち、駐車場及びロータリーの内訳についての資料となっております。 

 それでは、１ページのほうをごらんください。 

 資料１、修繕費の内訳（５０万円以上）についてでございます。 

 ２８年度の修繕費の内訳につきましては、表の上の段、医療機械器具修繕費とい

たしまして、１１項目と１１件の５０万未満の修理分がございます。主な修理内容

といたしましては、２段目の透析装置保守点検修繕で４３２万９,３８４円、あと、

４段目の項目でＣＴスキャナ装置の修繕で１３３万３,０００円、あと、次の乳房

デジタルＸ線装置の修繕といたしまして３３５万円、これらに５０万円未満の修繕

分１,２４９万１,６７３円を合わせまして、合計で小計の２,７２３万１,９９７円

となり、２７年度修繕費と比較いたしましてマイナスの３,４６６万３,８８０円と

なっております。 

 次に、表の２段目、こちらのほうが施設・設備関係の修繕費でございます。こち

らにつきましては、主なものといたしまして、温水系統の電磁流量計の修繕といた

しまして１８０万円、中段のこちらのほう、非常用発電に係るガスタービン発電装

置修繕といたしまして６００万円、あと、下から２段目の、こちらのほうは高圧蒸

気減菌装置の修繕といたしまして３７０万円、これらに５０万円未満の修理分９５

１万９,４３４円を合わせまして、小計で２,３４５万５,４３４円となり、前年度

の施設関係修繕費と比較いたしまして４６９万２,５２０円の増となっております。

これら二つの関係の修繕費用を合わせまして、２８年度では５,０６８万７,４３１

円となり、前年度と比較しましてマイナスの２,９９７万１,３６０円の減となって

おります。 

 次に、２ページのほうをごらんください。 
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 こちらが平成２８年度の賃借料の内訳でございます。 

 表の上の段が駐車場、その他の内訳でございまして、内容といたしましては、駐

車場とロータリー１９カ所の借り上げでございます。こちらにつきましては、後ほ

ど資料５のほうで内訳について説明をさせていただきます。２８年度が１,５６６

万３,９２３円で、前年度対比、こちらのほうがマイナスの３１万８,１６６円とな

っております。 

 次、２段目が寝具患者衣布団等の賃借料でございますが、こちらにつきましては、

下から２段目の防水シーツ、こちらのほうが感染対策のために新たに賃借いたしま

したもので、３１７万１,９６０円がございます。こちらの合計につきましては、

２８年度で２,０２６万５,３３６円となり、前年度比３８１万４,６３９円の増と

なっております。 

 次の３段目が医師住宅の賃借料でございます。こちらにつきましては１,０３６

万８,０００円で、前年に対して変動はございません。 

 次、在宅酸素の賃借料でございます。こちらは在宅酸素療法に使用する酸素の賃

借料でございますが、こちらのほう、３件合わせまして９９１万８,２００円とな

り、前年度と比較いたしましてマイナスの１５８万４,２００円となっております。 

 次が医療機器の賃借料でございます。こちらにつきましては、上段のＣアームシ

ステムから一番最後の経腸栄養ポンプまでを合計いたしまして２,３５９万１,０４

４円で、前年度対比３６２万３,１８５円の増となっております。 

 一番下、その他賃借料でございます。こちらにつきまして主なものといたしまし

ては、直流電源装置の賃借１０８万円、あと、新規のものといたしまして、下から

４段目の研修用マンション、こちらが資格取得のための看護師の賃借いたしました

マンションの賃借料で、こちらにつきましては７２万９,０７５円と、一番下、タ

クシー借り上げ、これは応援医師の手術が長期にわたって遅くなった場合のタクシ

ーの借上料等でございます。こちらが６万２,３１５円。これらを合計いたしまし

て４１４万１,５９０円で、前年度と比較いたしまして１５４万６,７９０円の増と

なり、賃借料の合計といたしましては８,３９４万８,０９３円で、前年度と比較い

たしまして７０８万２,２４８円の増となっております。 

 次に、３ページのほうをごらんください。 

 こちらが委託料の内訳についてでございます。２８年度の委託料につきましては、

一番上段の医療事務委託といたしまして、こちら２８年度が９,０３６万円、前年

度と比較いたしまして３１９万８００円の増となっております。 
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 次に、院内業務の委託につきましては、一番上、一般廃棄物、産業廃棄物の処理

業務からシーツ交換業務までを合わせまして１億１,７３６万６,２５０円で、前年

度比較２４６万１,４２９円の増となっておりますが、これら上段の３件、廃棄物

の処理、院内清掃業務、警備業務等につきまして、３年間の長期契約といたしてお

りますが、これらの更新に伴うものと、あと、一番下にございますシーツ交換業務

のほう、前年度につきましては別業務としておりましたが、２８年度より院内清掃

業務のほうに加えたことにより、増額等が発生しております。 

 次に、医療機器の保守委託でございます。こちらにつきましては、ＭＲＩの装置

保守と超音波診断装置の保守点検、２件合わせて９７９万円でございます。超音波

の診断装置の保守点検の増額９１万２,５００円につきましては、本機器が１台増

加したことによるものでございます。 

 次に、建物設備の保守委託でございます。これらにつきましては、主に病院施設

の各機器等の保守に係るものでございますが、外来棟のボイラー保守から、一番下、

発電施設の保守までを合わせまして２,９４４万８,２７５円で、前年度比較といた

しまして３１万１,７２０円の増となっております。これの主な要因といたしまし

ては、中段の新棟空調用自動制御設備保守のほうで２７万円の増、こちらのほうは

新棟のエアコンフィルター清掃を新たに追加したことによるもの、あと、中段のや

や下で、自動ドアの点検を２８年度は実施しており、こちらのほう１８万７ ,００

０円の増となっております。 

 次に、下から２番目の表で、コンピューター保守委託でございます。こちらは、

病院内で使用する上段の栄養管理システムの保守からＤＰＣ保守まで合わせまして、

主なものといたしましては、電子カルテのソフト、ハードの保守ですとか、遠隔監

視等に係る保守でございますが、こちらのほうが１,９４７万６,０００円となって

おり、これらを合計いたしまして２,２８６万３,２００円で、前年度対比がマイナ

スの１４万５,０００円となっております。 

 次に、一番下、その他委託につきましては、上段、サテライト事業の委託から給

食材料費、ストレスチェックの業務委託料等を合わせまして４,４９２万７,２４２

円で、前年度対比１５４万８,２３２円の増となっておりますが、これらの主な要

因といたしましては、給食材料のほうが１７４万２,４７５円の増ということで、

こちら、先ほど決算書説明のほうでございました入院患者、前年度比約３.８％の

増となっておりますので、それらに伴う増となっております。 

 ２８年度の委託料合計といたしましては３億１,４７５万４,９６７円で、前年度
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対比８２７万９,６７３円の増となっております。 

 次に、４ページ、資料４をごらんください。 

 こちらの表は貯蔵品の保管場所の内訳となっております。貯蔵品につきましては、

薬品と診療材料のほうがございます。こちら、薬品につきましては、薬品倉庫、検

査室の倉庫、検査室、あと病棟ほかということで、４カ所にそれぞれ内外用薬品、

注射薬品、検査室の倉庫につきましては血液等の保管がなされており、これら薬品

の合計で１,８５５万１,８０４円、診療材料につきましては、ＳＰＤ倉庫と病棟ほ

かに保管し、これら診療材料の合計で３,４６６万５,３０７円で、２８年度の貯蔵

品合計といたしまして５,３２１万７,１１１円となっております。 

 次に、資料５でございます。 

 こちらのほう、５ページ、６ページで、駐車場及びロータリーについてというこ

とで、先ほどの賃借料に係る部分のうち、１番上の１９カ所の位置図とそれぞれの

内訳となっております。 

 ５ページの地図についてでございますが、斜線部分が職員の駐車場に係る部分で、

通常のグレーのべた塗りの部分が患者さん用の駐車場に係る部分でございます。総

合病院内にございますチェックで網をかけてある部分のＡ、Ｂにつきましては、病

院所有の患者用駐車場でございます。あと、総合病院の前面にあります１９につき

ましては、ロータリーの賃借に係る部分でございます。 

 資料５―１、６ページでございますが、２８年度につきましては、これらロータ

リーと駐車場を合わせまして、駐車台数といたしましては２９６台、金額が合計で

１,５６６万３,９２３円となっております。下のほう、敷地内の患者駐車場といた

しましてはＡで２５台、Ｂで３３台、右の括弧で患者用の駐車場の合計、これらを

合わせまして１９９台、職員の駐車場といたしましては合計１５５台となっており

ます。 

 資料の説明については以上でございます。 

○三鬼（孝）委員長  ありがとうございました。ただいま議案第３９号の説明を

病院事務長、病院の総務課長から受けましたので、質疑応答なんですが、暫時休憩

しますか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  ５分間休憩します。 

（休憩 午前１０時５５分） 
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（再開 午前１１時００分） 

○三鬼（孝）委員長  休憩前に引き続き、委員会を再開いたします。 

 それでは、御質疑のある方、御発言を願います。 

○濵中委員  少し何点か細かいところでお聞きしたいんですけれども、まず、薬

品についてなんですけれども、発信しますね。 

 薬品なんですけれども、以前からジェネリックの使用について経緯を聞かしても

らっておるものですから、今回、前年に比較してジェネリックの使用頻度、割合な

どはどういった傾向にあるのかというのを。 

○松井総合病院総務課係長  ジェネリックのほうなんですけれども、大体今で６

０％前後を維持しております。それで、薬品会社さんのほうに、ジェネリックの割

合のほうを３カ月に１度、大体ＤＰＣのデータが出たときに調査をしてもらってい

まして、やはり大体そのぐらいの水準で移行しているのが現実です。 

○濵中委員  ありがとうございます。ジェネリックの使用といいますと、医業収

益と裏腹なところもありますので、なかなかそれをどんどんということも難しいの

かなとは思うんですけれども、きのう、実は生文のほうで国保会計のあたりをした

ときに、国保の負担の軽減の中にもジェネリックの使用の推進というあたりも入っ

ておりましたので、そういったことをドクターとの相談もかなり慎重なところが必

要かとは思いますけれども、ぜひちょっと神経を使ってやっていただきたいなと思

うのと、今、ＤＰＣの話が出ましたので、以前にＤＰＣの判断をする時期というの

が大体９月ぐらいだということを聞いておりました。ちょうど来年度３０年度には

またＤＰＣに移行するかどうかの判断がこの秋にはなってくるかなと思うんですけ

れども、看護師さんの数の要因が結構影響があるのかなという気がしておりまして、

今回見せてもらいましたら、看護師さんの増減というのはさほどそんなに大きくは

ないのかなとは思うんですが、ＤＰＣに移行する判断の中で、以前と、２年前と今

回とで大きな変化があるのかどうか、そのあたりの傾向を教えていただければと思

います。 

○松井総合病院総務課係長  ＤＰＣなんですけれども、以前から試算のほうをさ

せていただきまして、やはり受け皿病院も余りないことから、試算のほうはもうそ

んなに出来高と変わりありません。それで、今は看護師さんのほうが夜勤のほうと

かも大体ぎりぎりなんですね。やはり看護師さんのほうが少ないので、看護師さん

のほうもかなり力を入れて、いろいろと策を練っていただいているんですけれども、

やはりちょっと厳しい状態かなとは思いますけれども、今後採用とかいろいろ考え
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ていって、少しでも余裕が、施設基準に出るようには考えたいと思っているんです

けれども、やはりＤＰＣとなると少し厳しい状況です。 

○濵中委員  ＤＰＣの病院になるかどうかというあたりは、経営のあたりで大き

くまた変わってくる部分もあると思いますし、ＤＰＣに動くとなれば、今度は地域

包括ケアとの関係性もかなり慎重に考えるべきところもあると思いますので、その

あたり、しっかりとした試算に基づいた移行なり、とどまるなりの判断をまた９月

以降でお聞かせいただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○三鬼（和）委員  先ほど資料のほうでも説明していただいたんですけど、単純

に今回８,６８９万２,０００円利益が出ておる中で、単純には前年度より一般会計

負担が１億２,１１９万３,０００円ふえたといえばそのとおりなんですけど、先ほ

どの細かい説明をしていただいた中では、大きく経費というのか、経費になってい

るね。細かく言うと修繕費が約３,０００万、それから減価償却が１,８００万、支

払い利息が７００万ぐらいで、かなり今経営的なところで数字が減少しておるとい

うところがあるんですけど、特に水道光熱費が１,２４２万４,１１９円かな、減っ

ておるんですけど、これ、何か工夫か何かがあったんですか。年間で１,２００万

の減額というと、かなり大きいと思うんですけど。 

○徳井総合病院総務課長補佐兼係長  光熱水費のほうは、やはりＡ重油の価格が

予定より上昇しなかったというのが大きな原因と思います。 

○三鬼（和）委員  よくわかりました。Ａ重油というか、あれは予備に置いてあ

る、モーターの燃料ということやな。 

 それと、あと、駐車場代、かなり大きな金額なんですけど、これをしている中で、

例えば入院されておる方が定期的に１週間とか１０日でも車も置いてあると思われ

るんですけど、通院とかそういった患者以外で勝手に駐車場を使われておったりと

か、そういったことはないんですか。そういったチェックはやられておるんですか。

非常に駐車場が少ない中で、通院しておっても週によっては駐車場がかなり足らな

いんじゃないかという現状というのか、あちこちの駐車場を回らなくちゃいけない

というようなところもあろうかと思うんですけど。そういったチェックはされてお

るんですか、どうですか。金額が大きいので、ちょっと確認したいと思います。 

○内山総合病院事務長  駐車場の管理につきましては、我々、定期的に朝、出勤

を早くしていますので、その折に見ておりまして、明らかに見て放置されていると

いうか、長期に駐車されている場合については、車のナンバー等によって、警察の

ほうに御相談をさせていただいて対応させていただいておると、そういった状況も
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ございまして、また、病院以外に駐車をされていると見受けられる方については、

表示というか掲示というか、もさせてもらっていますし、また、駐車場ではないと

ころに駐車されている方については、駐車しないようにという表示もさせていただ

いております。 

○三鬼（和）委員  診療を受ける中の順番というか、待たされたりとかというの

でも、ちょっとしたことでも苦情があろうかと思うんですけど、そういったことも

含めて、年間１,５００万から１,６００万弱かな、駐車場を借りておるわけですの

で、そういったこともチェックしていただきたいと思いますので、ひとつよろしく

お願いします。 

○三鬼（孝）委員長  答弁よろしいですか。 

 他に。 

○上岡委員  お伺いしたいんですけれども、一つは、きのう改革プランの中で説

明していただいた概要の中の、僻地医療、不採算医療や高度・先進医療等を提供す

る重要な役割を継続的に担っていくことにありますというところなんですが、この

高度・先進医療というのは、今の総合病院の中でどのぐらいの割合というか、どう

いう治療がそれに当たるんですか。 

○内山総合病院事務長  高度医療ということにつきまして、まず地方公営企業法

の基本通知というものがありまして、その通知によりますと、高度な医療で採算を

とることが困難であると認められるものというのは、高度な器械、設備、技術等に

よって行う医療で、採算をとることが困難であると。地方公共団体、尾鷲総合病院

が経営する病院として行わざるを得ないものが高度医療ということなんですけれど

も、その高度医療ということの捉え方については各病院によって違います。購入価

格によって高度医療と判断する場合もありますし、個々の病院の事情によって判断

するというものもございまして、尾鷲総合病院につきましては、アンギオとＭＲＩ

とリニアック、今リニアックは稼働していませんけど、あとシンチカメラ、ＣＴ、

これらが尾鷲総合病院における高度医療という分類にさせていただいております。 

○上岡委員  もう一つ、研究研修費なんですけれども、図書費とか旅費交通費、

研究雑費というのがあるんですが、これは各職種によってわかるんでしょうか。医

師がどのぐらいの割合、看護師がどのぐらいの割合で、この金額の多い少ないはち

ょっとわからないんですけれども、割合はどのぐらいなのかというのはわかります

か。 

○内山総合病院事務長  割合まではちょっと今のところ精査はしていませんけど、
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ほとんどが医師に係るものと、残りは看護師と、ほとんどが医師に係るものでござ

います。 

○上岡委員   できれば安心して任せられる病院として、医療というのはかなり

日々勉強にあると思いますので、看護師さん及び技師の皆さんにも勉強していただ

ける場をもっていただけるようによろしくお願いします。 

 以上です。 

○三鬼（孝）委員長  答弁は。 

○内山総合病院事務長  総合病院の医療安全という意味からも、技術の向上とい

うのは当然必要なことでございますし、住民サービスの観点からも当然必要という

ことでございますので、今後その辺については力を入れていきたいというふうに考

えています。 

○奥田委員  ちょっと大まかなことをお聞きしたいんですけど、今回、先ほど三

鬼和昭委員からの話もありましたように８,６００万の黒字と、黒字といっても見

かけ上の黒字だと私は思うておるんですけど、大赤字やと僕は思うておるんですけ

ど、後で言いますけどね。８,６００の黒字やったということなんだけれども、３

月議会の補正予算計上のときに、予想損益が載っておるじゃないですか、貸借対照

表と損益計算書。それを見ますと６,３００万の赤字なんですよ。事務長も十分御

存じだと思うんですけどね。それで、今回一転して決算を出したら、予想が６,３

００万の赤字だったものが８,６００の黒字って、えーっと僕は思ったんやけれど

も、１億５,０００万ぐらい、これ、収益違うわけじゃないですか、予想と、３月

のですよ。３月のときの予想ですよ。こんなに１億５,０００万も違うものですか。 

 前にも入院とか外来の予想のはじき方が余りにも違うんじゃないかということで

申し上げたことがあるけれども、ちょっと前回の予想というのが余りも外れている

というか、こんなのでよろしいんですか。先ほどの代表監査の監査概要の中にもあ

ったけれども、計画等もしっかりやって一時借入金の解消を目指しましょうという

ことを書いていますよね。そういう中で、これだけ計画が違ってよろしいものなん

ですか。その辺いかがですか、まず。 

○内山総合病院事務長  平成２８年度の３月の補正予算を提出させていただいた

ときの予算資料の作成については、当然予算の提案の時期よりも相当前の時期の算

出となっておりまして、その時期に計算ではここまでの黒字が出るというふうな見

込みは立てておりませんでした。といいますのは、ちょうど８月の盆あたりから病

床稼働率が下降気味となりまして、その後、秋ぐらいには若干持ち直したわけです
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けれども、まず補正予算で減額を一旦させてもらったと思うんですけれども、その

ことも踏まえて、病床稼働率によって病院収益が当然相当変わってくるということ

もあって、こういった予算作成時のときにはここまでの見込みは立てておりません

でした。提出して、議会の議論のあるときには、恐らくこのような状況になるであ

ろうという話は、少しはさせていただいたのではないかというふうに思っておりま

す。 

○奥田委員  ３月の予想のときと、僕、ちょっと比較したんですけど、入院収益

なんかも８,６００万、今回プラス、予想と比べて、外来も２,２００万のプラス。

給与は逆に、費用のほうね。給与のほうは２,６００万マイナス、経費が２,２００

万のマイナスと、こういう大きなものがあって、この１億５,０００万ぐらいの違

いが出ているんじゃないかなと思うんですけれども。 

 確かに３月議会のときに、事務長のほうが、入院のほうの稼働率が多少上がって

いるんですという話はございましたけれども、でもまさかこんなに、１億５,００

０万も収益が違うというのは思いませんでしたよ、私。数千万ぐらいかなと思って

いたのが、こんなに違ってええものかなという。もうちょっと見通しを、きちっと

計画を立てて、一時借入金の返済のきちっとしていかないかんわけですから。もち

ろん見通しが甘いと言われてもしようがないんじゃないですか、事務長、どうです

か。ちょっと厳しい言い方かもしれませんが。 

○内山総合病院事務長  最初の第１号補正のとき、余りにも見込みよりはちょっ

と下がったような傾向があったもので、そのときに補正で減させてもらったんです

けれども、そのときの思いもあって、補正のときは慎重な予算の計上をさせてもら

ったということで、慎重に慎重が重なった結果がこういった形になって、結果とし

てはこういう黒字という結果になったわけでございますけれども、今後予算の編成

については、もう少しシビアな、慎重な面にもシビアな面を持った形の予算編成と

させていただきたいというふうに考えています。 

○奥田委員  慎重というか、きちっとした計画を立ててくださいよ、きちっとし

た計画をね。計画を出してもらわんことには、財政計画はきちっと出さんとね。や

っぱり新しい市長も来られて財政運営していく上でどうなんやと。まず財政が基本

になるわけじゃないですか。だからやっぱり計画をきちっと立てていかないと、い

や、甘かったんですよと、結果で見たら１億５,０００万違いましたって、これ、

どえらい違いですよ。ぜひこの辺ちょっと、僕はこういうことはなくしていただき

たいなというふうに、まず申し上げて。 
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 それから、一時借入金なんですけど、４億５,０００万あったやつが３億８,００

０万になったと、７,０００万減ったということなんだけれども、キャッシュフロ

ーを見ると、一時借入金の収入が１５億５,０００万あって、一時借入金の返済が

１６億２,０００万あると、だから一時借入金を返してまた借りて、返して借りて、

返して借りてというような自転車操業というか、そういうことをやられているんじ

ゃないかという気はするんですけれども。 

 先ほどの事務長の説明の中で、その３億８,０００万についても４月１９日に返

済しましたという説明だけだったんですよね。ということは、もう一時借入金はな

くなったのかなと市民の方もこれを聞いていて思うと思うんですけど、そうじゃな

いですよね。返したけど、また借りるんじゃないですか、今度。返したらそれで全

額もう返せるんですか。 

○内山総合病院事務長  先ほど御説明しました４月に返済した以降、今現在まで

は一時借入金は行っておりません。ただし、今後、資金不足が生じるおそれが当然

ありますので、今後借り入れることが予測されます。 

○奥田委員  予測されますとか、もちろん借りるでしょう、これ。なくなるはず

じゃないじゃないですか。だから、もうちょっとその辺のところを、先ほどの説明

もきちっとしていただきたいなというふうに。これ、ほとんど減らないでしょう、

そんな一遍に、去年だって１億２,１００万負担金をふやして、損益計算書に計上

されてくる。ふえているにもかかわらず７,０００万しか減らんわけですからね。

３億８,０００万、一遍に減るわけがないと思うので。その辺の部分、松井さん、

何か首をかしげておるけど、減る。減るんやったらええよ、リニアックもすぐやっ

てくれと僕は言いますよ、すぐ。そうじゃないでしょう、これ。じゃないんですか、

３億以上は残るでしょう。 

○内山総合病院事務長  ２８年度については経営安定化のための資金に１億円、

２９年度、本年度でいましても１億円プラスということの繰り出しを行っていただ

くということになっておりますので、それについて減少はすることは予測できます

けれども、そう簡単に１年、２年、３年で一時借入金がなくなるとは思っておりま

せん。なので、数年間かかって結局一時借入金を解消していくというふうに考えて

おります。 

○奥田委員  今度の年度末の予想はどのぐらいなんですか、残高。 

○内山総合病院事務長  病院収益については特に病床の稼働率が主なものとなっ

ておりまして、今現在、病床稼働率が７８.数％というところで推移しておるので、
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当初予算の計上のときの数値よりは、ほんのわずかですけれども上回っておる状況

でございます。この病床稼働率によって当然病院の収益は変動していきますので、

これによって収益が変わってくるということでございますので、なかなか今のとこ

ろ予測はつきにくい状況でございます。 

○奥田委員  予測はつきにくいところだけれども、事務長の中ではどのぐらいだ

と考えていますか。ゼロになるの。 

（「ならんやろう」と呼ぶ者あり） 

○内山総合病院事務長  先ほど申しましたけれども、ここ１年、２年、３年の間

にゼロになるような状況ではございません。 

○奥田委員  だから、事務長の頭の中では幾らぐらいだと考えていますか。 

○内山総合病院事務長  確定した額を申し上げることはなかなかできませんけれ

ども、３億８,０００万をより減少させるために努力をしていきたいというふうに

考えています。ただし、病床稼働率等によって、当然医業収益はそれによる影響が

大きいものですから、その辺についてはなかなか答えにくい部分がございます。 

○奥田委員  きのうの教育長の答弁といい、何か曖昧な表現が多いですけど、ゼ

ロには絶対ならんでしょう、こんなもの。３億は絶対、僕は残ると思うんやけども

ね。それと、このくらいにして、もう一点だけ、済みません。時間とって。皆さん、

御異議あると思う。 

 先ほど、三鬼和昭委員が８,６００万の黒字やったと、修繕費も減ってよかった

ねというような話がございましたけれども、私は全然そう思っていないんですよ、

これ。８,６００万の黒字といったって、見かけ上のものですよ、完全な。だって、

さっきも言ったように負担金が１億２,１００万ふえておる。それでこの新会計基

準、２６年からか、２５年やった。 

（「２６年や」と呼ぶ者あり） 

○奥田委員  ２６年からでしょう。３年目になりますけど、２５年以前にさかの

ぼったら、この長期前払収益なんか出てこうへんもんね、２億３,２００万のね。

だから、２５年度より前のと考えたら、２億３,２００万、これが上がってこうへ

んし、収益じゃないですよ、こんなもの、実態としては。企業会計上は上げるけど。

これを上げずに、１億２,１００万も全体に比べて上がっておるわけだから、３億

５,０００万ぐらい見かけ上のプラスが入っておるわけですよね。だから、本来な

ら前の基準と比べたら本当に２億６,６００万ぐらいかな、大赤字ですよ、こんな

の。だから、本当に黒字でしたといって、黒字というならみんな市民の方もすごい
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なと思うかもしれんけど、僕は全然すごいと思っていないし、だからそういうとこ

ろをきちっと市民の方にもわかるように説明していただかないと。じゃ、これ、黒

字だから、リニアックもすぐできるじゃないかというような短絡的な話になります

よ。当然してほしいですよ、当然すぐしてほしいけれども。だから、その辺のとこ

ろを病院としてきちっとした説明をしないと、黒字でしたからよかったですって、

手放しで喜んでおる場合じゃないですよ、これ、本当に。僕は大赤字やと思ってお

るんです、実態は。実態は大赤字ですよ、こんなの。負担金もふえていたりしてお

るんやから。その辺のところ、きちっと、事務長、説明していかないと、黒字でよ

かったですというような説明だけやったら、そういう説明していないかもしれない

けれども、大きな誤解を招く可能性があるもんで、その辺のところだけお願いしま

すわ。事務長のことだで、わかっておると思いますけど。 

○内山総合病院事務長  決算上はそのまま会計上、黒字という表示になっており

ますけれども、全然、総合病院の経営は、厳しい状況は今後も引き続きついていき

ます。今もなお一時借入金３億８,０００万を、年度を繰り越したということでご

ざいますので、今後も引き続き、資金繰りは非常に厳しいことが続くことが予想さ

れますので、今後もその一時借入金の解消に向けた努力をしてまいりたいと、この

ように考えております。 

○三鬼（孝）委員長  よろしいですか。 

 他に。 

○三鬼（和）委員  決算ということで、決算の結果というか、今、若干は先ほど

のやりとりにも関連すると思うんですけど、２８年度、本年度もそうですけど、一

般会計からの繰り入れというのか、それで経営安定ということなんですけど、ちょ

っと心配なのは、総収益から医療収益の率が下がっておるというのか、この監査の

説明の中でも、人口減少とともに医療人口も減っておるわけじゃないですか。延べ

患者数も減っておるということで、先生というのか、診療科いかんによっては医療

収入がまだ減っていく、上下するというか、ことがあろうかと思うんですね。先ほ

どのリニアックのことも関連して、現状、２８年、２９年度ぐらいすると５年ぐら

い経営安定みたいな５億円規模の繰り入れがないと一時借り入れが解消できないの

と、安定的にはできないんじゃないかなと思うんですけど、こういった結果の中、

医業収益の見込みというのか、それを病院はどう考え、今回の決算をした上で、ど

の辺を強化していかなくちゃいけないというか、単純に言ったら２８年度とかは整

形なんかもかなり医業収益がふえていましたよね。反面、内科医師が少ないので、
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同時に外科も減っていくという現状が、内科がおきれば、そこで診断が下されれば

外科の手術につながるという関連性とかがあると思うんですけど、そのバランスが

今、以前に比べたら悪いと思うんです。その辺の見込みというのはどうですか。決

算を踏まえて、将来的なものをどう考えると、いかがですか。 

○内山総合病院事務長  総合病院の医師におきましては、特に今、議員も申され

たように、整形外科の医師が２名から３名にふえたことによって、明らかに医業収

益が外来も入院もふえました。このように、この地域にとっては、特に高齢化とい

うこともあって医療整形外科の患者の需要が多いのではないかということが明らか

になったわけでございます。ですから、以前からも整形外科の医師の増員について

は三重大学にお願いしてきまして、昨年度は１名を増員していただきました。今後

も、特に整形外科もそうですけれども、内科の医師も不足していますので、内科医

師と整形外科の医師の増員については、今後も引き続き、増員について三重大学の

ほうにお願いしていきたいと思っております。 

○三鬼（和）委員  決算の結果からということで、それと同時に、院長も何日か

前の新聞にでも、医師の高齢化というのか、ことで、２４時間３６５日というのが

難しくなる可能性もあるということを言われておりましたので、その辺もできなく

なると、全体的な。その辺によって人件費がということもあろうかとは思うんです

けど、総合病院の特徴としては、３６５日診療しておるということも安心安全の中

で病院にかかるということがあろうかと思うので、やっぱりそういった医師の確保

というんですか、をしないと、こういった決算の維持も難しくなるのではないかな

と思っていますので、よろしくお願いしたいなと思いますけど。 

○三鬼（孝）委員長  他に。 

○仲委員  資料３の委託料、コンピューター保守委託の中で、電子カルテ保守１,

９４７万６,０００円とありますが、先ほどの説明では、ハード、ソフト、遠隔装

置の保守というお話があったんですけど、もっと具体的な保守の内容が説明できた

らありがたいんですけど。 

○松井総合病院総務課係長  先ほど、サーバー状態の遠隔装置に対する保守とか、

ふぐあい発生時にシステムエンジニア、ＳＥ作業、そちらのほうをやっていただい

たり、あと、２４時間３６５日、サポートセンターによるサポートを受け付けてい

ただいて、そこで遠隔操作とかで修理をしていただいたり、あと、サーバー機とか

のＯＳや各部門システムの接続をするためのソフトに対する保守のほうもやってい

ただいています。あと、サーバー機１８台あるんですけれども、ハードが壊れてし
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まうと、もう診療のほうができなくなってしまいますので、サーバー機が故障した

場合は無償で修理をしていただくというふうな保守契約のほうを結んでおります。 

○三鬼（孝）委員長  よろしいですか。 

○仲委員  電子カルテだけの委託ではないという話、サーバーも含めて、電子カ

ルテだけのサーバーとあれの話ですか。 

○松井総合病院総務課係長  電子カルテのサーバー機のハード全て、それと病院

にはパソコン３００台、デジカルテ関連のパソコンがあるんですね。それのソフト

とかを全て賄っておりまして、その額で年間保守料のほうをお支払いしております。 

○仲委員  契約期間は１年間ですか。 

○松井総合病院総務課係長  １年間です。 

○三鬼（孝）委員長  他に。 

○楠委員  それでは、２点ほどお聞きします。先ほど、監査委員のほうからおお

むね適正な会計管理をされているということですけど、一応日常とか今後の全般的

な視点から支出の改善を考える必要があるんじゃないかという御意見がありました

ので、２点ほどお聞きします。 

 まず、修繕費なんですけど、前年度と比べれば相当減額されていいのかなと思う

んですけど、実際に、各年ごとにいろんな機種によっては修繕とか修理が出てくる

というふうには思うんですけど、これは基本的に耐用年数も含めて適切な管理をさ

れている上でこういう修繕が出てきているのかどうか、その確認が１点。 

 もう一点、資料のほうの５のほうの駐車場の件なんですけど、駐車場については

職員の方の１５５台確保されているということなんですけど、これについては、職

員の交通費が支給されていても、なおかつ、この中で支出されているのかどうかと

いうところと、あわせて、駐車料金が多少距離にもよるんでしょうけど、１台当た

り１カ月単価が相当ばらつきがあるんですけど、これはある程度の距離、１００メ

ートル以内とか１５０メートル以内とかいう中で定額な数字にならないのか、それ

とも路線価によって価格が違うものなのか、相手方の言い分だけで契約しているの

かどうか、その辺をちょっとお聞きしたい。 

○内山総合病院事務長  まず、修繕についてですけれども、議員がおっしゃられ

たとおり、年度によっては当然高い年、低い年というか、差が当然出てきます。こ

れは、医療機器については本来耐用年数というものがございますけれども、尾鷲総

合病院の場合は、特に医療機器の購入については大体年間８,０００万程度ぐらい

で通常推移をしています。その８,０００万といいましても、耐用年数が来ればす
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ぐ交換しているのかというと、そういった状況ではなくて、使えるところまで使う

という形になっております。ですので、予算計上したときには予定をしていますけ

れども、予定していない突発的な修繕も出てくることもございます。そういった対

応をした結果、こういった高い年もあれば低い年も出てくるということが生じてご

ざいます。 

 駐車場の件につきましては、決算で１,５００万余り出ていましたけれども、そ

のうち８００万円余りが患者さんの駐車場で、職員駐車場が７００万程度でござい

ます。職員駐車場につきましては、その７００万程度のうち、ほとんどが職員から

の駐車場収入として職員が支払っておるということでございますので、病院として

負担していますのは患者さんの駐車場ということになります。 

 それから、患者さんの駐車場については、それぞれ場所によって価格が違ってご

ざいます。まず、ここの図、済みません、資料のほうで申しますと３番になります。

この３番については患者さん用の駐車場ということでございますけれども、これに

つきましてはアスファルト舗装をしてもらっていまして、アスファルト舗装をして

いるところと、俗に言う土というんですか、砂利といいますか、ということによっ

ても価格は変わってきております。 

○三鬼（孝）委員長  よろしいですか。 

○楠委員  ありがとうございます。 

 １点だけ確認したいんですけど、１０番と１１番、ここ、ちょっと私もまだ現地

では確認していないので申しわけないんですけど、ここは舗装されている場所なん

ですかね。 

○内山総合病院事務長  １０番、１１番については土で、舗装はしてございませ

ん。 

○楠委員  ここについては、ちょっと価格差があったりしているようなので、今

後とも市民が利用する駐車場であっても、基本的には価格統制をしながら経費の削

減を図ったほうがいいんじゃないかなというふうに思います。相手方にもよります

けど。その辺の、今後、事務的な工夫があればいいのかなというふうに思っており

ます。 

 以上です。 

○三鬼（孝）委員長  答弁。 

○内山総合病院事務長  駐車場につきましては、契約の際には交渉において、交

渉が可能であるのかどうか、今の価格が適正なのかどうかということを見きわめた
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上で、今後、予算計上というか、賃借する際にはその辺を精査して行いたいという

ふうに考えております。 

○三鬼（孝）委員長  他に。 

○奥田委員  決算にかかわるもんで、きのうの新改革プラン、今後４年間の、今

年度も加えて。それに決算に絡むもんで、ちょっとお聞きしたいんですけど。今回、

一時借入金が４億５,０００万の見通しだったものが、７,０００万減って３億８,

０００万になったということなんですけど、これ、３月につくっているからだと思

いますけど、２８年度の残高が４億５,０００万のままじゃないですか。そうする

と、４年間の改革プランをやっていく中で、随分違いが起こってくると思うんやけ

れども、この見直しはもうしないんですか。このままいかれるの、きのう説明され

た状況の中で。 

○内山総合病院事務長  このプランにつきましては、作成時については決算を迎

えるまでの時期に作成しておりますので、こういった数字を計上させてもらってい

ます。３月補正後の数字ということで計上させてもらいました。これは毎回、毎年

といいますか、その都度その都度、見直しをかけていきますし、実績があったら実

績を入れていくということでございますので、見直しは行っていきたいというふう

に考えています。 

○三鬼（孝）委員長  よろしい。 

 他に。 

○野田副委員長  最後になりましたけれども、私、総合病院の３６５日２４時間

体制、非常に感謝しております。もっと、本当に大変ですけれども、頑張っていた

だきたいということを最初に申し上げておきます。医療スタッフの先生を初め、皆

さんに感謝しております。 

 そのことで、今回の決算をもとにして、今後の中期的な経営という部分について

私もいろいろ検証したんですけれども、先ほどの質問でもありましたけれども、８,

６８９万２,０００という当期利益、それについての検証というか、どのようにま

ず考えているかということをお願いしたいんですけれども。今回の利益という分に

ついて、要因。 

○内山総合病院事務長  今回の純利益の８,６００万については、医業外収益の負

担金の中に一般会計からの繰入金が入っておるわけなんですけれども、その中の１

億２,１１９万３,０００円、昨年度よりふえております。この金額が今回の黒字に

なった要因であると考えております。 
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○野田副委員長  ということは、一般会計の負担金が今回、約２億６,８００万の

負担金があることによって経常収支の部分がよくなってきたというふうに解釈され

るわけですけれども、その４億８,０００万の繰出金という分が、今回、２９年度

当初予算についても４億円と１億円の安定資金という形で出されています。一応、

尾鷲総合病院の公立病院として繰出金、要は国からの予算というものが当然あるわ

けです。その分については、今後どのようにお考えですかということを聞きたいん

ですけれども。 

○内山総合病院事務長  公立病院の新改革プランの考え方の中には、当然、地方

自治体が運営する病院でございますので、救急医療を初めとして小児医療、周産期

医療、そういった民間病院では採算がとれなくて経営していない部分についても当

然やるべきであろうということでございます。そういった部分については当然、一

般会計への負担を求めていくと、繰り出し基準どおりの負担は求めていくと。さら

に、改革プランのほうでも記載してございますように、当面の間は病院経営の安定

化のための繰り出しについても合意をした上でこのプランを作成していますので、

繰り出し基準に加えた形での繰り出しを今後もお願いしていくということになろう

かと思います。 

○野田副委員長  私、この繰出金というのは、要は病院として、僕はもらうべき

だと思っているんですよ。繰出金というか、一般会計からですね。じゃないと、平

成２２年ごろから２８年、２８年は４億８,０００万ですけれども、２億５,０００

万から３億、３億５,０００万、その程度の非常に変動した、病院にとっては繰入

金、一般会計からは繰出金になるんですけれども、こういう状態は、僕は打破する

べきだと思っています。ですから、なぜこういうことを言うかというと、病院を経

営するサイドからすれば、こういう本来もらうべきものがもらえない状態で医療経

営をつかさどるということは非常に不安定な状態になりますし、医療スタッフのモ

チベーションも上がってこないと思っています。ですから、私、一議員ですけれど

も、こういう部分はきちっと明確に要求するべきことは要求してやっていくべきだ

というふうに、１点、考えております。 

 それと、今回、４億、５億の一般会計からの繰出金が出てくるわけですけれども、

繰入金というんですか、病院側からすると。これによって、安定的な医療収入が上

げられていくということはいいことだと思いますし、一般、医療収益外の収入がふ

えることによって成り立つような形になってしまっていますので、今、病院の医療

損益部分ですね、医業収益の損益、要は医業収益から医業費用を引いた分は経常収
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支比率でも９３％といって、そこの部分が非常に悪い。金額にすればマイナス２億

６,０００万ぐらいの赤字になっています。前年度に比べても、前年度も２億２,０

００万の大体赤字で推移しています。この部分の解消なくして尾鷲総合病院の存続

ということは、今後、将来的なリスクのあるものかなというふうに考えるんですけ

れども、この分についての改善策というのはどういうふうにお考えですか。 

○内山総合病院事務長  議員おっしゃられた医業収益と医業費用でプラスに転じ

るようにという話だと思うんですけれども、公立病院の場合は、医業外収益の一般

会計からの繰出金なくしては黒字は見込めないというふうに考えています。 

○野田副委員長  厚生省の公立病院の黒字のモデルケースにおいては、医業収支、

その分については９７.６％、約９７％の数字を上げることによって黒字になると

いうモデルの形がありまして、今回、尾鷲総合病院においては、経常収支の部分は

１０１点という形で、非常に今回負担金を入れると良好な形になってくるわけです

ね。その分で、きのうもちょっと説明がありましたけれども、薬品の医業収益に対

する比率とか、そういう部分の見直し、やはり無駄のある、ロスのある薬品関係は

ないかとか、そういう部分は経費の削減の部分で、やっぱり目を張りめぐらすとい

うのか、やっていくべきじゃないのかというふうに考えますけれども、どうですか。 

○内山総合病院事務長  病院の費用のうち、薬品の額が約６億少し、診療材料が

３億少しということで、非常にこの額が大きく割合を占めていますので、既に私ど

も、ここの削減については削減を図っていくということで、既に協議を始めており

まして、その協議がまとまってお示しできるときには御説明を済まさせていただき

たいというふうに考えています。 

○野田副委員長  経常収支じゃなくて指標の話になりますけれども、そこら辺の

部分のいろんな病院に携わっている人の医業収益に対する給与費とか、そういう部

分の見直しという部分は、僕は、大変なお仕事ですので、経費をどうこうは思いま

せんけれども、今、現状の中で、病院経営を運営する中で、やはり見直すべきとこ

ろはやっていくべきだと思っていまして、給与費対医業収益比率というのも５６％

とかありまして、普通のちょっといい病院になると、やはりそれが４０％台の、５

０％弱ぐらいの数字にもなっています。こういう数字もやはり、十分見ていると思

うんですけれども、そういうのも含めて今後の総合病院のあり方というんですか、

これはＰＲの部分もありますけれども、より積極的な病院経営ができるように、積

極的というのは医療機器も含めて、いいように持っていけるような形を、この数年

の間に体制づくりをしていただきたいと思っております。その中で、きのうもちょ
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っと話しましたけれども、やっぱり誰が経営するのかという部分を…。 

（「一般質問でやってもらったらいいですよ」と呼ぶ声あり） 

○野田副委員長  そういうことで思っていますので。 

 それで最後に、未収金ですけれども、約２,０００万ちょっとあります。これ、

いろんな、これまでも話されておると思うんですけれども、これの対策というか、

どのようにやられていますか。 

○平山総合病院総務課長  医業未収金の対策ということで、先日の改革プランの

中でも、こちらも収入確保に係るものということで、こちらにつきましては、滞納

整理の部分と、それに係る徴収の強化ということで、現在もこれらについては取り

組んでおるんですけれども、具体的にやっておる、総合病院の未収納対策につきま

しては、未収金の発生３カ月以後から総務のほうが中心となって、滞納整理、督促

ですとか、その辺も含めて系統的な取り組みを行っております。特に長期にわたる

未収が発生する方というか、継続して診療にかかられておって、先ほどの決算書等

でも過年度分という部分でかなり未収額があるんですけれども、そちらのほう、対

応としては分割で納付をお願いしたりですとか、それぞれの分割額の増額ですとか

をお願いしたりということで、その辺の回収を進めておるんですけど、なかなか進

まない部分ですとか、切れ目ができてしまう部分がございますので、特にその辺、

対個人的な取り組みになると思うんですけれども、そこらもきっちりと、ちゃんと

反復を行いながらというんですかね、その辺にしっかり取り組んで、今後の対応を

行っていきたいと考えております。 

○野田副委員長  こういう質問したかというと、約２,０００万の分が過年度分で

発生しています。恒常的な部分というのになってしまって陥っていないのかなとい

う気がしましたもんで、まずそれなりの対策という部分も必要じゃないのかなとい

うふうに考えましたので、質問させていただきました。 

 以上です。ありがとうございました。 

○三鬼（孝）委員長  他に。 

○奥田委員  今、野田副委員長が言われたようなことで、また生活文教常任委員

会とか一般質問でどんどんやっていただいたらどうかなと思いますけど、一つだけ

ちょっと、繰出金の話がございましたけど、事務長、ちょっとお願いがあるんです

けど、今、副委員長が言われたように繰出金をふやしたらええやないかという話が

ありましたけれども、これについては、これまでも何度か議論して、事務長も岩田

市長もかなり頭を悩ませたと思うんですよ。だって、これ、繰り出したらその分、
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一般会計のほうが苦しくなるわけで、だからそのバランス、どうするかというのは

非常に難しいかと思うんですよ。だから岩田市長もかなり頭を悩ませたと思うんで

すけど、事務長も当然そうやと思うんですけど。ですから、今度、新市長になりま

すよね。新市長は、リニアックにしてもお金の問題じゃないんだと、お金がなくて

もやるんだという話もされておったみたいですけど、選挙中ね。ですから、その辺

の繰出金のことを、よく新市長とも話し合って、どういうバランスがいいのかとい

うのを、本当に病院、相当力を入れるんだというなら、一般会計のほう、かなり犠

牲になるものも出てくるし、それはバランス、きちっと話し合っていただきたいと

思うので。ちょっと要望だけにしておきます。お願いします。 

○三鬼（孝）委員長  事務長、答弁。 

○内山総合病院事務長  一般会計からの繰り入れの件については、過去のことを

言えば、繰出金どおり出されていなかったと。そのときについては、多分病院につ

いては病院会計のほうで企業努力でやりなさいという考えが恐らくあったのではな

いかと思いますけれども、やっと２８年度になって繰り出し基準のほぼ満額をいた

だけるということについては、恐らく病院だけではなくて、尾鷲市全体で病院を検

討していこうという考えのもとで、そういった繰り出しの基準の出す結果になった

んだろうと私は思っていますので、今後も引き続き、そういったスタンスで、病院

問題については一般会計のほうとも協議を行っていきたいというふうに考えていま

す。 

○三鬼（孝）委員長  他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  なければ、これで病院会計決算審査を終わりたいと思いま

すけれども、事務長さん、先ほど奥田議員のほうでいろいろお話がありましたけれ

ども、３月補正で赤字の貸借対照表をつくって、今回決算やったら黒字が出たとい

うことなんですけれども、その辺のところはなかなか病院事業会計で病院収益の関

係なり繰入金の関係、いろいろと難しい問題があると思いますけれども、その辺の

ところ、もっとシビアに計画を立ててやっていただくということをお願いしたいの

と、それともう一点、一時借入金の問題、どうなのかという話がありまして、これ、

ゼロになることはめったにないと思いますね。ドクターの特殊手当を出しておる以

上は、一時借入金は絶対減らないという思いはありますけれども、毎月、例月監査

でいろんなことをやっておる中で、残高試算表もつくっておるわけですから、一時

借入金の動向の計画も立てて、きちっとやっていただくことを委員長としてお願い
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いたしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 これで閉じます。 

 午後は１時１０分から再開します。 

（休憩 午前１１時５１分） 

 

（再開 午後 １時０９分） 

○三鬼（孝）委員長  休憩前に引き続き、予算決算常任委員会を開会いたします。 

 それでは、議案第４０号……。 

（「三鬼議員がちょっとおくれるということやもんで、委員長、済みません」と呼

ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  三鬼和昭委員がおくれるそうです。 

 議案第４０号、平成２８年度尾鷲市水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び決

算の認定についてを議題といたします。 

 それでは、水道部長から説明願います。 

○尾上水道部長  水道部です。よろしくお願いします。 

 まず、タブレットのほう、資料を通知します。 

 議案第４０号、平成２８年度尾鷲市水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び決

算の認定について説明させていただきます。 

 初めに、平成２８年度決算の業務実績の概要について、御説明させていただきま

す。 

 損益計算上の給水収益は、前年度と比較しますと９０９万６,０４８円の増額で、

前年比約１.８％の増となりました。 

 その内訳は、上水道収益では９３０万５,７８３円の増額、前年比約２.１％の増

額となりました。簡易水道収益では２０万９,７３５円の減額で、前年比約０.３％

の減となりました。 

 それでは、平成２８年度尾鷲市水道事業会計決算書から説明させていただきます。

なお、さきの本会議の提案説明におきまして決算書の説明をいたしましたので、重

複する部分は概略を説明させていただきます。 

 １ページをごらんください。 

 （１）収益的収入及び支出については、収入の第１款水道事業収益の決算額は６

億４１４万４,８３４円で、予算額より１８８万８３４円の増となりました。 

 次に、支出の第１款水道事業費用の決算額は５億１,３２７万４,３５９円で、１,
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１７６万６,６４１円の不用額が生じております。 

 続きまして、３ページの（２）収益的収入及び支出についてですが、収入の第１

款資本的収入の決算額は２,３２７万８８０円で、予算額より１００万５,８８０円

の増となりました。これは、給水加入金等の増によるものであります。 

 次に、支出の第１款資本的支出の決算額は２億８,２４０万１,３５４円で、不用

額が１,０４３万６,６４６円となっております。また、資本的収支において、収入

額が支出額に対して不足する額２億５,９１３万４７４円は、下段に記述してあり

ますように、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、当年度分損益勘定

留保資金、減債積立金で補塡いたしました。 

 次に、５ページの損益計算書をごらんください。 

 科目別の詳細につきましては、後ほど御説明させていただきます。 

 １、営業収益５億２,２１５万５,４４５円から、２、営業費用４億１,３５１万

５,５０２円を差し引いた１億８６３万９,９４３円が営業利益で、これに、３、営

業外収益４,０３４万８,９２８円を加え、４、営業外費用６,３２７万１,６７８円

を減額しますと、本年度は８,５７１万７,１９３円の経常利益となりました。 

 この経常利益から、６、特別損失３１万３５４円を差し引いた当年度純利益は８,

５４０万６,８３９円となり、この当年度純利益に前年度繰越利益剰余金１億６,２

６３万３７０円を加え、減債積立金の使用に伴い発生するその他未処分利益剰余金

変動額５,３３６万９,０５３円を合わせた額、３億１４０万６,２６２円が当年度

未処分利益剰余金となります。 

 本年度は大口使用量の増加などにより、前年度に比べ給水収益が大きくふえたこ

とが主な要因となりまして８,５４０万６,８３９円の純利益を得ることができまし

たが、これは一時的な増加であると判断しており、今後の給水収益は人口減少等に

より減少していくものと見込んでおります。 

 次に、６ページの剰余金計算書をごらんください。 

 資本金は、前年度の処分額６１２万３８１円を加え、当年度末残高は１７億６,

４６６万６,１３８円となっております。資本剰余金の部では、平成２６年度の制

度改正により、負債繰延収益に整理することになったため、工事負担金からその他

資本剰余金までの資本剰余金合計は、前年度末残高と同額で４,６８２万３８８円

となります。利益剰余金の部では、減債積立金は今年度の補塡財源として５ ,３３

６万９,０５３円使用したため、当年度末残高は３億１４０万６,２６２円となり、

建設改良積立金は前年度末残高と同額となります。未処分利益剰余金の当年度末残
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高は、先ほどの損益計算書で説明いたしました当年度未処分利益剰余金３億１４０

万６,２６２円で、利益剰余金合計は７億１,９４２万１,９０１円となります。 

 次に、７ページの尾鷲市水道事業会計剰余金処分計算書（案）につきましては、

利益の処分について、本議案において一括して御審議をお願いするものであり、当

年度未処分利益剰余金３億１４０万６,２６２円のうち、減債積立金の使用に伴い

発生したその他未処分利益剰余金変動額と同額分、５,３３６万９,０５３円を資本

金へ組み入れ、残額の２億４,８０３万７,２０９円を翌年度へ繰り越ししようとす

るものでございます。 

 次に、貸借対照表に移ります。 

 ８ページから１０ページをごらんください。 

 まず、資産の部でありますが、１の固定資産は、（１）有形固定資産から（３）

投資その他の資産までの合計で５５億２,３２４万２,８２３円であります。 

 ２の流動資産は、（１）現金預金から（４）その他流動資産までの合計で８億３

５１万５,５５９円で、資産合計は６３億２,６７５万８,３８２円となります。 

 ９ページの負債の部ですが、３の固定負債は、（１）企業債と（２）引当金の合

計で３１億５,８８３万３,８８０円となります。 

 次に、４の流動負債の（１）企業債から（４）その他流動負債までの合計２億４,

２４９万６,４６５円と、次の５の繰延収益３億９,４５１万９,６１０円を合わせ

た負債合計は３７億９,５８４万９,９５５円となります。 

 １０ページの資本の部では、６、資本金といたしまして、１７億６,４６６万６,

１３８円、７、剰余金として、（１）資本剰余金４,６８２万３８８円、（２）利

益剰余金は、減債積立金３億４,１５７万９,６８３円、建設改良積立金７,６４３

万５,９５６円と、当年度未処分利益剰余金３億１４０万６,２６２円を加えた７億

１,９４２万１,９０１円となり、資本剰余金と利益剰余金を加えた剰余金合計は７

億６,６２４万２,２８９円で、資本合計は２５億３,０９０万８,４２７円となりま

す。 

 負債資本の合計は６３億２,６７５万８,３８２円となり、８ページの二重線を引

いております資産の合計の額と一致しております。 

 次の１１ページ、１２ページは、会計処理の基準及び手続を注記として明示して

おります。 

 続きまして、１３ページからの決算附属資料、平成２８年度尾鷲市水道事業報告

書につきましては、１９ページ以降の平成２８年度尾鷲市水道事業会計収益費用明
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細書で御説明申し上げます。そのほかの内容につきましては、後ほど御参照くださ

い。 

 次に、１８ページの平成２８年度尾鷲市水道事業会計キャッシュフロー計算書を

ごらんください。 

 通知します。 

 １、業務活動によるキャッシュフローは、当年度純利益から非現金支出項目と流

動資産、流動負債の増減を調整して通常の業務活動の実施に係る資金の状態を間接

法で表示しており、業務活動による資金が２億７,０５３万９,１４０円ふえたこと

をあらわしております。 

 ２は有形固定資産の取得など、将来に向けた運営基盤確立のための投資活動に係

る資金の状態をあらわす投資活動によるキャッシュフローであり、有形固定資産の

取得による支出、一般会計または他の特別会計からの繰入金による収入及び工事負

担金の受け入れによる収入項目を表示し、投資活動に資金を４,４５８万９,１９４

円使ったことをあらわしております。 

 ３、財務活動によるキャッシュフローは、企業債の借り入れ、償還などの資金調

達による資金の増減をあらわしており、資金が１億８,８０８万３,７００円減った

ことを示しております。 

 ４は、１から３まで合計で、資金が３,７８６万６,２４６円ふえたことを示して

おります。 

 ５の資金期首残高は期首の現金預金残高であり、平成２７年度決算の現金預金同

額の７億５,４９７万７,７７０円となっており、これに４を加えた６、資金期末残

高７億９,２８４万４,０１６円は、８ページの平成２８年度尾鷲市水道事業会計貸

借対照表の現金預金残高に一致しております。 

 １９ページをごらんください。 

 水道事業収益、営業収益のうち、給水収益５億１,９９０万４,０２８円は、上水

道・簡易水道料金で前年度と比較いたしますと９０９万６,０４８円の増収となり、

約１.８％の増となりました。 

 受託工事収益はございません。 

 他会計負担金は、公園・墓地等用水等負担金でございます。 

 その他営業収益は、手数料と材料売却収益で、給水工事申請時の設計審査及び工

事検査料と直結止水栓、メーターボックスの材料売却の収益でございます。 

 営業外収益では、預金利息が３３万２,８３４円、他会計補助金は簡易水道事業
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の企業債支払利息に対する一般会計からの補助金でございます。 

 次の長期前受金戻入は、固定資産の取得または改良に充てるための補助金等を長

期前受金として負債に計上したもので、その補助金等が充てられた資産の減価償却

及び除却にあわせて収益化していくもので、１,７７８万２,８５２円となっており

ます。 

 次の資本費繰入収益につきましては、長期前受金戻入同様、固定資産の取得また

は改良に充てるために起こした企業債元金償還に対する一般会計からの補助金で、

各事業年度における当該償却資産の減価償却額と補助金の差額が重要でない場合は

長期前受金ではなく、繰り入れ時に一括収益できるため、資本費繰入収益として一

括収益したものでございます。 

 その他雑収益は、紀勢国道事務所、熊野尾鷲道路出張所及び矢浜保育園へ貸し付

けをしている用地賃借料等と退職給付引当金戻入益でございます。退職給付引当金

戻入益は、簡便法により毎年度末に水道部に在籍する全職員が自己都合退職した場

合の退職金に対し計上している退職給付引当金が人事異動により前年度末との差額

が生じたためであります。 

 続きまして、支出でございますが、２１ページの水道事業費用、営業費用のうち、

原水及び浄水費ですが、給料から雑費までの計７,４３５万１,７３２円のうち３名

の人件費のほか、主なものは委託料として電気工作物の保安管理業務、各配水池施

設の設備保守点検業務、水質検査業務委託料を支出しました。手数料は、簡易水道

の毎日水質検査が主なものでございます。 

 次に、賃借料ですが、これは矢浜取水井導水管埋設用地賃借料でございます。 

 修繕費につきましては、各施設の維持修繕に係る支出でございます。 

 動力費につきましては、上水道及び簡易水道、浄水場施設の電気料でございます。

原油価格の下落により動力費が大きく削減され、前年度に比べ４２８万５,５２４

円の減、１２.９７％の減となっております。 

 続きまして、配水及び給水費ですが、給料から雑費までの計４,６７６万５,７８

１円のうち、３名の人件費のほか、主なものを御説明いたします。 

 委託料は、上水道管路診断業務が主なもので、診断結果をもとに優先順位で修繕

を行っております。修繕費につきましては、配水管の漏水等、修繕費でございます。 

 動力費は、上水道及び簡易水道配水施設の電気料でございます。原水及び浄水費

における動力費同様、原油価格の下落により昨年度に比べ１１４万９,４１０円の

減となっております。材料費は、公道ボックスなどで修繕に伴う材料費でございま



－３８－ 

す。 

 受託工事については、支出はございませんでした。 

 次に、業務費につきましては、備消品費から雑費までの計３,９０８万２,８２７

円のうち、主なものとしましては委託料で、これは窓口及び検針、収納業務委託料

等でございます。手数料は、水道料金に係る口座振替手数料等でございます。 

 次に、修繕費でございますが、これは計量法に基づく量水器の交換修繕料等でご

ざいます。 

 続きまして、総係費につきましては、給料から報償費までの計３,４７７万８,０

９０円のうち４名の人件費のほか、主なものを御説明いたします。 

 委託料では、会計システムの保守及び庁舎清掃、警備などの業務委託費で、賃借

料では会計システムリース費が主なものでございます。貸倒引当金戻入額は、固定

資産及び流動資産に計上されている貸倒引当金に繰り入れられた分であり、将来の

金銭債権の貸し倒れに備えて、取り立て不能見込み額を費用として計上したもので

ございます。報償費につきましては、控訴審に係る着手金です。 

 次に、減価償却費として、有形固定資産減価償却費２億１,３３５万８,８２０円、

資産減耗費につきましては、固定資産除却費として４７７万９,０４９円支出して

おります。その他営業費用として、材料売却原価３９万９,２０３円をそれぞれ支

出しております。 

 次の営業外費用の支払い利息６,３１７万６,９８４円は、備考欄にありますとお

り企業債利息の支出となっております。 

 雑支出は、消費税確定申告に伴う控除対象外消費税等でございます。 

 次の特別損失、過年度損益修正損３１万３５４円につきましては、漏水等による

還付金でございます。 

 ２６ページに移りまして、お願いします。 

 資本的収入ですが、給水加入金３６４万円は、上水道５３件、簡易水道２件の給

水設備新設等による加入金収入でございます。 

 次に、負担金１９３万９,６８０円は、消火栓設置３基分の一般会計負担金でご

ざいます。 

 企業債につきましては、曽根地内、須賀利地内、三木里地内、賀田地内の配水管

布設替え事業に対する借入金１,７４０万円でございます。 

 続きまして、資本的支出のうち建設改良費では、固定資産購入費として、機械装

置費で量水器を、車両運搬具費では、老朽化していた水道部車両を更新いたしまし
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た。 

 工具器具備品費では、検針業務用サーバーを購入いたしております。 

 上水道施設整備費では、工事請負費として、倉ノ谷町地内配水管布設替え工事ほ

か４件の工事費と設計業務委託費でございます。 

 また、簡易水道施設整備費では、工事請負費として、曽根地内配水管布設替え工

事ほか６件の工事費でございます。 

 次の企業債償還金は、企業債元金の償還金でございます。 

 次のページの２７ページから３０ページには、有形固定資産明細書、投資明細書

及び企業債明細書、最終の３１ページには、上水道、簡易水道別の損益計算書を添

付してございます。 

 続きまして、決算委員会資料について御説明させていただきます。 

 通知をいたしますので、ごらんください。 

 資料の１ページをごらんください。 

 未収金明細書は、決算書８ページの貸借対照表の２、流動資産の（２）未収金の

水道料金１,０２４万３,１４５円の明細であり、内訳は上水道現年度分７１２万７,

７７７円、過年度分８８万８,７６８円、簡易水道現年度分７２万５,８１２円、過

年度分１５０万７８８円となっております。なお、表の一番下、合計額の米印にあ

りますように、未収金の合計は１,０２４万３,１４５円となっており、決算額と５

０万円の差額がありますが、これは未収金のうち５０万円を回収の見込みが低い実

績により勘案しました破産更生債権と位置づけ、同額を貸借対照表の１、固定資産

の（３）投資その他の資産の破産更生債権等の貸倒引当金５０万円として計上して

おります。 

 滞納整理につきましては、滞納整理結果表に記載のとおりでございます。 

 ２ページは、平成２９年６月３０日現在の年度別未納者数・未納金額表でありま

す。 

 ３ページをごらんください。 

 貯蔵品在庫調書と未払金明細書を添付してございます。 

 未払金明細書につきましては、決算書９ページ、貸借対照表の負債の部、４、流

動負債のうち未払い金２,８０７万１,７１４円の明細でございます。 

 ４ページには目別の職員給与費明細書を添付してございますので、御参照の上、

よろしく御審議賜りますようお願いいたします。 

 以上で平成２８年度尾鷲市水道事業会計決算書の説明といたします。 
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○三鬼（孝）委員長  ありがとうございます。 

 ただいま水道部長のほうから議案第４０号、平成２８年度尾鷲市水道事業会計未

処分利益剰余金の処分及び決算について御説明がありました。 

 これに対して御質疑ある方、御発言願います。 

○内山委員  よろしくお願いします。 

 未納者数が平成２８年度から２００人強増加しておりますが、その原因または対

策とか、何か行われているのか、お聞きいたします。 

○尾上水道部長  済みません、確認をお願いします。 

 ２８年度の分でよろしいでしょうか。 

○内山委員  そうですね。２７年度から２８年度にかけて、２００人強ふえてい

るので。 

○尾上水道部長  この未納金額表につきましては、６月３０日現在ということな

んですが、平成２７年度までの過年度分につきましては、これまで年度末までにあ

る程度回収しております。ですので、２８年度の２２６人、１３８万３,３２５円

につきましても、きちっとした収納管理しておりますので、３月末の年度末には２

７年から１４年までのいろいろな金額があるんですが、この額まで落ちつくと見込

んでおります。 

○内山委員  わかりました。ありがとうございます。 

○三鬼（孝）委員長  よろしいですか。 

 他に。 

○濵中委員  今の未納の話なんですけれども、カード決済とか、振り込みとかと

いうあたりやとなかなか未納が発生しにくいというような流れの中で進められてい

ると思うんですけれども、ここのところ、カード決済であるとか振り込みに移って

いる割合というのは、どういう推移になっておりますか。 

 現在どれくらいかの割合かでもいいですよ、推移がわからなければ。 

○尾上水道部長  大変お待たせしました。 

 ２７年決算の段階なんですが、口座振替が全体の１万７２１件のうち８,３２９

件の構成比７７.６９％が口座振替となっております。クレジットにつきましては、

３８３件の３.５７％が構成比となっております。あと、集金とか納付書、自主納

付による納付となっております。 

 以上です。 

○濵中委員  自主納付であるとか集金というあたりが割とこぼれてしまいがちな
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のかなというふうな感じがしますので、そのあたりもう少し促進するような形が望

まれるのかなというような気がします。 

 それともう一点、有収率が下がっておるという、ちょっと気になるような報告が

ありました。昨年お伺いした水路のデジタル化によって、そのあたり有収率を上げ

ていくんやという計画がありますので、来年度、再来年度ぐらいから期待はしてお

るんですけれども、無収のあたりの経費に換算すると、どれぐらいということは出

したことはありますか、無駄になってしまう部分、どれぐらいの経費の部分がかか

ってくるのかというのは、どこに見れば。 

（「手を挙げたら答えやなあかんやないかな」と呼ぶ者あり） 

○尾上水道部長  申しわけないです。先に滞納整理、納付のところで一番初めに

御質問があったと思うんですけれども、未納のほうの整理につきましては、資料の

１ページのところにあります滞納整理結果表ということで、こちらのほうで未納者

については、まず未納通知を送ったり、手続をやっております。それでも納付がな

い場合につきましては、給水停止予告、最終的には給水をとめるということで納付

のほうの促進を図っております。 

 次に、有収率につきましては、以前申し上げたとおり、今、マッピングシステム、

管路管理システム導入準備に入ったところなんですが、それも含めてなんですけれ

ども、今年度０.７６％減少したことについては、水道部のほうとしても分析をし

てみえておりまして、上水道については若干上がっております。簡易水道について

少し下がっておる、それが全体的なものとして０.７の減になったんですが、上水

道が上昇したことにつきましては、実は２７年、２８年と管路診断、漏水箇所を調

査するものを上水道区域全域でやりました。 

 管路診断で漏水がある場所を見つけて迅速に漏水を停止した結果、上水について

は上がったと。なので、管路診断もある程度、有収率の向上には効果があるという

ふうな確認もしておりますので、今年度につきましては、２７、２８同様、上水に

ついてもやるんですけれども、簡易水道区域につきましても同様の管路診断を行っ

て底上げをしたいというふうに思っております。 

 また、マッピングが入ったら本当にそれ以上の効果を上げるべく努力していきた

いと思っております。 

 あと、未収のほうにつきましては、少々お待ちください。 

○高浜水道部係長  有収率向上で経費がどれだけ削減できるのかということなん

ですけど、金額としてははじいてはいないんですが、有収率を向上することで直接
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かかる経費、動力費、薬品費が直接減少すると思われますので、有収率が向上すれ

ば直接のパーセントではないかもしれませんが、それだけの経費が削減できるとい

うことで有収率向上に努めております。 

○濵中委員  やはりこの有収率が下がっている間の危機管理というか、危機意識

というものを高めるためにも、数字としてどれだけが問題になっておるよというの

を見ることで、そのあたりの気の引き締めにもなるのかなという気がしましたもん

ですから、大体その未収の部分でどれぐらいの分が無駄になっておるのかを把握す

るということがみんなのちょっと共通認識であればいいかなというふうな気がしま

したので聞かせていただきました。 

 今、事業計画の途中ですので、まだその結果というか、結論というか、期待値の

あたりを求めるものではないですけれども、それができていくまでの間、そのあた

りちょっと引き締め材料として一つお持ちいただければと思います。 

○尾上水道部長  御指摘のとおり有収率のほうも、現状、給水収益のほうが今後

増が見込めない中では、委員おっしゃるとおり、費用のほうの減少にも努めてまい

ります。 

○三鬼（孝）委員長  よろしい。 

（「結構です」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  他に。 

○小川委員  ちょっと関連しまして、有収率のことが出ましたので。簡易水道と

上水道の有収率の割合というか、何％、何％、多分違うと思うんですよ。どんなも

のかなと思いまして。 

○尾上水道部長  ２８年度の段階で、上水については７２.７％です。簡易水道に

つきましては５８.６％となっております。 

○小川委員  簡易水道、結構有収率が低いように思うんですけど、今後、布設替

え工事をやっていくと思うんですけれども、年間８,０００万ぐらい使っているん

ですかね。それ、割合をどうしていくのかというのは、もし決まっておりましたら。 

○尾上水道部長  今、小川委員さんおっしゃられたとおり、ここ数年は建設改良

費のほう８,０００万、内訳としまして約、上水道関係で４,０００万円、簡水で４,

０００万円としております。ただ、水道管の延長とか、いろいろなものを考えます

と、実際には上水のほうに建設改良費をもう少し厚くして、簡水のほうを薄くする、

ただ、先ほど申し上げたとおり、簡易水道の有収率が上水に比べて低いので、その

部分については管路診断等を強化しまして修繕等で対応していきたいと考えており
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ます。 

○小川委員  それともう一点、今年度は大口給水もあって黒字になっていろんな

要因があると思うんですけど、今後、給水人口がどんどん減ってしまうと思うんで

すけど、シミュレーションを出していると思うんですけど、あと何年後先ぐらいで

ちょっと赤字に転落するのかなというのをちょっと気になりまして。 

○尾上水道部長  大口使用量につきましては、２８年度が大口利用者の方との情

報交換は年２回やっている中で、利用者側も予定外だったというほど多く使ってい

ただきました。なので、今後はそれも見込めない。かつ水道部としましては、人口

減少が約２％、それに見合う分の給水収益が減っていくだろうというふうに考えて

おります。 

 ２８年の決算が思いのほか、先ほど申し上げた大口使用量の増で８,６００万ほ

どの黒字があったということで、昨年の決算の折に三鬼和昭委員から御指摘があっ

て、あと三、四年ほどは改定しなくてもというふうに頑張りたいと申し上げたんで

すが、今回の決算を受けて、もう少し延ばせるのかなというふうに考えております。 

○濵中委員  ちょっと細かいところなんですけれども、今通知しますね。 

 この総係費の中の報償費の話は聞いたんですけど、この報酬の部分、予算２９万

１,０００円、予定していて、６万６,０００円しか使わなかったという、これ、何

の費用やったんですか。 

○高浜水道部係長  水源保護審議会の報酬でして、１回しか開かなかったという

ことで、６万６,０００円の実績になっています。 

○濵中委員  ３回のうち１回しか開く必要がなかったという、問題が起こらなか

った、３回計画したときと実態との回数の違いを。 

○尾上水道部長  水源保護審議会につきましては、水源保護地域で何か事業をし

て水源に影響を及ぼす新規事業が発生した場合に水源保護審議会で議論していただ

きます。 

 昨年度はその部分がございませんでした。ただ、この１回開いた分につきまして

は、委員さんのほうから年間のスケジュールをできれば年度当初ごろにちょっと聞

かせてほしいということで、総会的なものを開いたのがこの１回分の費用でござい

ます。 

○三鬼（孝）委員長  よろしい。 

 他にございませんか。 

○奥田委員  決算書の２０ページ、雑収益の中身をちょっと教えてほしいんです
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けど、その他雑収益で３５８万３,４９５円、遊休地賃借料、退職給与引当金の戻

入ですね。それから、ほかと書いてあるんですけど、この退職給与引当金の戻入は

５６万９,２５８円かな、キャッシュフローを見ると、そうなっているような気が

するんですけど。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

○奥田委員  ですね。 

 あと、遊休地の賃借料と、あと、ほかというのは何かなというのと、それから水

道部の裁判で保険が出たやつがあったでしょう、あれって計上はされていないのか

ということ、お願いします。 

○尾上水道部長  その他雑収益、今も奥田委員さんおっしゃられたんですが、１

審の着手金に見合う５４万の保険料、ここに含まれております。なので、遊休地賃

借料で２０６万２,６１３円、退職給与引当金が５６万９,２５８円、矢浜保育園の

職員さんの駐車場貸借料が２９万１０７円、保険料の１審着手金に見合う分が５４

万というような内訳となっております。 

○奥田委員  そうすると、矢浜保育園の駐車場でしたっけ、何か３月の補正か何

かで上がったんやけど、それが約２９万、そして、あの遊休地どこでしたっけ、水

道部のヤノハ……。 

（「国交省」と呼ぶ者あり） 

○奥田委員  国交省のところね、あそこに２０６万か。 

（「樋ノ口」と呼ぶ者あり） 

○奥田委員  樋ノ口ね。それから、裁判費用の保険料が５４万ということですか、

わかりました。 

○三鬼（孝）委員長  他に。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  よろしいですか。 

 なければこれで水道事業の審査を閉じます。御苦労さんです。 

 暫時休憩します。 

（休憩 午後 １時４９分） 

 

（再開 午後 １時５０分） 

○三鬼（孝）委員長  それでは、委員会を再開します。 

 付託議案の採決を行います。 
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 議案第３９号、平成２８年度尾鷲市病院事業会計決算の認定について、認定すべ

きとする者、挙手願います。 

（挙 手 全 員） 

○三鬼（孝）委員長  挙手全員。挙手全員で、ありがとうございます。 

 続きまして、議案第４０号、平成２８年度尾鷲市水道事業会計未処分利益剰余金

の処分及び決算の認定について、可決及び認定すべきとする者、挙手願います。 

（挙 手 全 員） 

○三鬼（孝）委員長  挙手全員、ありがとうございます。 

 これで、採決を終わります。 

 委員長報告ですけれども、特に何かつけ加えることがあるんだったら……。 

○村田委員  けさ、皆さんからいろいろ御意見がありましたけれども、その辺の

ところは財政のベテランの委員長がうまくまとめて、それなりにひとつ御報告をい

ただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○三鬼（孝）委員長  わかりました。ありがとうございます。 

○奥田委員  委員長にお伺いしますけど、ただ予想が違っておったってね、その

１億５,０００万は。ちょっとやっぱり、ああいうのはないように。できたらね。

その辺はちょっと難しいと思いますけどね、計画をきちっと。 

○三鬼（孝）委員長  奥田委員の指摘いただいた部分については報告しなければ

ならないと思っておりますので。 

（発言する者あり） 

○三鬼（孝）委員長  わかりました。 

 他にないですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  なければこれで閉じたいと思いますけれども、１８日の当

委員会の開会は、きょうで終わりましたので休会といたします。御了承ください。 

 委員会を閉じます。御苦労さんでした。 

（午後 １時５１分 閉会） 

 


